
農業委員会だより

（１）令和元年６月 第 14号農 業 委 員 会 だ よ り
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新
し
い
農
業
委
員
と
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

が
決
ま
り
ま
し
た

　任
期
満
了
に
伴
い
、
４
月
１
日
に
農
業
委
員
が
茂
木
市
長
か
ら
任
命
さ
れ
、

辞
令
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
４
月
３
日
に
農
業
委
員
会
総
会
が
開
催

さ
れ
、
農
業
委
員
会
長
及
び
会
長
職
務
代
理
者
の
選
出
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

同
日
、
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
が
会
長
か
ら
委
嘱
状
を
手
渡
さ
れ
ま
し

た
。
新
体
制
で
今
後
３
年
に
わ
た
り
本
市
の
農
地
行
政
や
農
地
利
用
の
最
適

化
の
推
進
に
尽
力
し
て
い
た
だ
く
委
員
を
紹
介
し
ま
す
。

　こ
の
度
、
農
業
委
員
の
改
選
に
伴
い
、
４
月
３
日
の
総
会
に
於
い
て
委
員

の
互
選
に
よ
り
新
会
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。
経
験
豊
富
な
前
会
長
の
後

任
と
な
り
、
責
任
の
重
大
さ
を
痛
感
し
、
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
あ
り
ま

す
。　制

度
改
正
さ
れ
３
年
が
す
ぎ
ま
し
た
が
、
引
き
続
き
農
地
等
の
利
用
最
適

化
事
務
（
遊
休
農
地
の
発
生
防
止
、
担
い
手
へ
の
農
地
集
積
、
新
規
参
入
の

促
進
）
が
国
の
重
要
事
案
と
し
て
今
ま
で
以
上
の
成
果
が
求
め
ら
れ
て
お
り

ま
す
。
新
た
な
農
業
委
員
会
体
制
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
に
あ
た
り
、
私
た
ち

農
業
委
員
会
は
、
農
業
者
の
代
表
機
関
と
し
て
法
令
遵
守
と
高
い
倫
理
観
を

持
ち
、
農
地
中
間
管
理
事
業
や
従
来
か
ら
の
委
員
会
業
務
を
農
業
委
員
と
農

地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
が
一
体
と
な
っ
て
、
本
市
の
さ
ら
な
る
農
業
振
興

に
全
力
で
取
組
む
所
存
で
あ
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
皆
様
の
ご
理
解
ご
協

力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。



農 業 委 員 の 紹 介

宮
口

　太
郎
（
東
横
野
）

会
長

竹
内

　佳
重
（
磯
部
）

山
田
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（
原
市
）

丸
山

　征
二
（
安
中
）

磯
貝

　俊
夫
（
秋
間
）

内
田

　忠
雄
（
板
鼻
）

白
石 

　
　隆
（
岩
野
谷
）

森
泉
壽
義
雄
（
東
横
野
）

橋
本

　一
男
（
松
井
田
）

上
原
恵
美
子
（
後
閑
）

職
務
代
理

上
原

　正
孝
（
後
閑
）

大
沢

　秀
夫
（
秋
間
）

宇
佐
美
幸
雄
（
九
十
九
）

飯
野 

　
　優
（
西
横
野
）

佐
藤

　恒
雄
（
坂
本
）

武
井

　洋
一
（
臼
井
）

『
農
地
の
転
用
・
売
買
な
ど
に

は
農
地
法
の
許
可
が
必
要
で

す
。
』

◇
農
地
転
用
と
は
？

　農
地
を
農
地
以
外
に
使
用
す

る
こ
と
で
す
。
す
な
わ
ち
住
宅

用
地
や
店
舗
用
地
、
資
材
置
場
、

駐
車
場
、
山
林
な
ど
の
用
地
に

変
換
す
る
こ
と
で
す
。

◇
一
時
的
な
場
合
に
は
？

　資
材
置
場
、
土
採
取
場
な
ど

一
時
的
に
利
用
す
る
場
合
や
、

田
・
畑
を
埋
め
立
て
て
農
地
造

成
す
る
場
合
も
転
用
に
な
り
、

許
可
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
ま

た
、
事
業
完
了
後
は
、
農
地
へ

の
復
元
が
許
可
条
件
と
な
り
ま

す
。

◇
申
請
方
法
は
？

　毎
月
10
日
締
切
で
す
。
（
休

日
の
場
合
は
翌
開
庁
日
）
閉
庁

日
を
除
い
て
申
請
受
付
が
出
来

ま
す
の
で
農
業
委
員
会
へ
早
め

の
申
請
を
お
願
い
し
ま
す
。

　ま
た
、
農
地
転
用
許
可
後
に

進
捗
状
況
報
告
及
び
事
業
完
了

報
告
の
義
務
が
あ
り
ま
す
の
で
、

報
告
書
の
提
出
を
お
願
い
し
ま

す
。

※

様
式
は
農
業
委
員
会
ま
た
は

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
り
ま
す
。

　令和元年６月（２）農業委員会だより第14号



（３）令和元年６月 第 14号農 業 委 員 会 だ よ り

農地利用最適化推進委員の紹介
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澤
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）
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浅
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土
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　友
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（
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飯
沼
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（
松
井
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神
宮

　俊
夫
（
後
閑
）

副
委
員
長

上
原

　一
夫
（
細
野
）

藤
巻

　
　覚
（
九
十
九
）

中
山

　範
雄
（
西
横
野
）

古
谷

　正
義
（
西
横
野
）
『
適
正
管
理
で
農
地
を
守
り
ま

し
ょ
う
』

　農
地
法
で
は
、
農
地
の
所
有

者
や
権
利
者
は
、
農
地
の
適
正

管
理
を
行
う
こ
と
が
定
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
管
理
せ
ず
放
置
す

る
と
、
雑
草
が
繁
殖
し
害
虫
の

温
床
や
鳥
獣
の
す
み
か
、
ゴ
ミ

の
不
法
投
棄
を
さ
れ
る
な
ど
、

近
隣
農
地
や
住
民
に
迷
惑
を
か

け
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
た
と

え
作
付
け
を
行
な
わ
な
い
農
地

で
あ
っ
て
も
、
草
刈
り
な
ど
の

農
地
管
理
を
行
い
耕
作
放
棄
地

に
な
ら
な
い
よ
う
に
き
ち
ん
と

管
理
し
ま
し
ょ
う
。
適
正
管
理

さ
れ
て
い
な
い
農
地
の
所
有
者

に
は
、
農
地
が
有
効
利
用
さ
れ

る
よ
う
調
査
等
を
行
う
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

『
農
地
を
相
続
し
た
場
合
に
は

農
業
委
員
会
へ
の
届
出
が
必
要

で
す
。
』

　相
続
で
農
地
の
権
利
を
取
得

し
た
場
合
に
は
、
農
業
委
員
会

へ
届
出
義
務
が
あ
り
ま
す
の
で
、

提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

※

詳
し
く
は
農
業
委
員
会
事
務

局
ま
で



　令和元年６月（４）農業委員会だより第14号

◇
農
業
者
年
金
の
加
入
要
件

　
次
の
３
つ
の
要
件
を
満
た
す
人
は
誰
で
も
加
入
で

き
ま
す
。

①
年
齢
要
件
・
・
・
・
60
歳
未
満

②
国
民
年
金
要
件
・
・
国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者

③
農
業
の
要
件
・
・
年
間
60
日
以
上
農
業
に
従
事

※

農
地
を
所
有
し
て
い
な
い
農
業
者
、
家
族
従
事
者

も
加
入
で
き
ま
す
。

◇
農
業
者
年
金
は
積
立
方
式

　
加
入
者
自
ら
支
払
っ
た
保
険
料
が
将
来
の
年
金
給

付
に
使
わ
れ
る
積
立
方
式
年
金
で
す
。
ま
た
、
保
険

料
と
そ
の
運
用
益
に
よ
り
将
来
受
け
取
る
年
金
額
が

事
後
的
に
決
ま
る
確
定
拠
出
型
で
す
。

　
脱
退
も
自
由
で
、
そ
れ
ま
で
に
支
払
っ
た
保
険
料

に
応
じ
た
年
金
を
受
給
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◇
保
険
料
は
自
由
に
選
択

　
毎
月
の
保
険
料
は
２
万
円
を
基
本
と
し
、
最
高
６

万
７
千
円
ま
で
千
円
単
位
で
選
択
で
き
る
の
で
、
経

営
の
状
況
や
老
後
設
計
な
ど
に
応
じ
て
い
つ
で
も
見

直
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◇
税
制
上
の
優
遇
措
置

①
支
払
っ
た
保
険
料
は
全
額
社
会
保
険
料
控
除
対
象

②
受
け
取
る
年
金
は
公
的
年
金
等
控
除
が
適
用

③
運
用
益
も
非
課
税

◇
終
身
年
金

　
原
則
65
歳
か
ら
「
農
業
者
老
齢
年
金
」
を
受
給
で

き
ま
す
。
仮
に
年
金
加
入
者
や
受
給
者
が
80
歳
前
に

『
農
業
者
年
金
に
加
入
し
て
、
老
後
に

備
え
ま
し
ょ
う
！！
』 

『
家
族
経
営
協
定
を
結
び
ま
せ
ん
か
？
』

『
全
国
農
業
新
聞
を
読
み
ま
せ
ん
か
？
』

亡
く
な
ら
れ
た
場
合
で
も
、
80
歳
ま
で
に
受
給
す
る

は
ず
だ
っ
た
年
金
総
額
の
現
在
価
値
相
当
額
が
「
死

亡
一
時
金
」
と
し
て
遺
族
に
支
払
わ
れ
ま
す
。

※

詳
し
く
は
碓
氷
安
中
農
業
協
同
組
合
の
東
部
、
西

部
支
所
ま
た
は
農
業
委
員
会
事
務
局
ま
で

◇
家
族
経
営
協
定
と
は
？

　
家
族
経
営
協
定
と
は
、
経
営
方
針
や
役
割
分
担
、

将
来
の
目
標
な
ど
に
つ
い
て
家
族
間
で
十
分
な
話
し

合
い
に
基
づ
き
、
文
書
に
よ
り
取
り
決
め
る
も
の
で

す
。「
家
族
だ
か
ら
わ
ざ
わ
ざ
文
書
に
し
な
く
て
も

分
か
り
合
っ
て
い
る
」
と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
家
族
全
員
が
働
き
や
す
い
環
境
づ
く
り
を
決

め
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

◇
家
族
経
営
協
定
を
締
結
す
る
目
的
は
？

　
家
族
経
営
は
、
家
族
だ
か
ら
こ
そ
の
良
い
点
が
沢

山
あ
り
ま
す
が
、
経
営
と
生
活
の
境
目
が
明
確
で
な

く
、
各
世
帯
員
の
役
割
や
労
働
時
間
、
労
働
報
酬
な

ど
の
就
業
条
件
が
曖
昧
に
な
り
や
す
く
、
そ
こ
か
ら

様
々
な
不
満
や
ス
ト
レ
ス
が
生
ま
れ
が
ち
で
す
。

　
ま
た
、
農
業
経
営
を
経
営
主
だ
け
で
な
く
、
配
偶

者
や
後
継
者
に
と
っ
て
も
、
魅
力
的
で
や
り
甲
斐
の

あ
る
も
の
に
す
る
た
め
に
は
、
家
族
み
ん
な
が
主
体

的
に
経
営
へ
参
画
す
る
事
で
、
意
欲
と
能
力
を
存
分

に
発
揮
で
き
る
環
境
を
整
備
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
家
族
経
営
協
定
の
締
結
を
き
っ
か
け
で
農
業
経
営

改
善
や
目
指
す
べ
き
家
族
経
営
の
姿
に
繋
が
り
ま
す
。

◇
協
定
後
の
メ
リ
ッ
ト

①
農
業
者
年
金
保
険
料
の
助
成
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

②
夫
婦
の
場
合
、
青
年
就
農
給
付
金
の
上
乗
せ
が
受

　
け
ら
れ
ま
す
。

③
農
業
改
善
資
金
な
ど
の
低
金
利
融
資
を
受
け
ら
れ

　
ま
す
。

④
共
同
経
営
し
て
い
る
配
偶
者
や
後
継
者
も
認
定
農

　
業
者
に
な
れ
ま
す
。

※

メ
リ
ッ
ト
を
受
け
る
に
は
、
一
定
の
条
件
が
あ
り

ま
す
。
詳
し
く
は
農
業
委
員
会
事
務
局
ま
で

　
農
業
経
営
と
く
ら
し
に
役
立
つ
情
報
を
お
届
け
し

ま
す
。

﹇
発
行
日
﹈
毎
週
金
曜
日

﹇
発
行
元
﹈
全
国
農
業
会
議
所

﹇
購
読
料
﹈
一
ヶ
月
７
０
０
円

※

申
込
は
農
業
委
員
会
事
務
局
ま
で

平成３０年度は２組の家族協定が結ばれました
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